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１　
こ
れ
ま
で
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
配
置

　
　

に
か
か
る
議
論
の
経
緯

　

自
民
党
に
教
育
再
生
実
行
本
部
が
設
置
さ
れ

た
の
は
２
０
１
２
年
、
安
倍
総
裁
就
任
直
後
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
11
月
の
「
中
間
取
り
ま

と
め
」
に
は
、「
教
師
力
向
上
の
た
め
の
改
革
」

が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い

て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

　

自
民
党
が
政
権
に
復
帰
し
た
後
、
２
０
１
３

年
５
月
に
教
育
再
生
実
行
本
部
（
第
２
期
）
は

第
二
次
提
言
を
発
表
し
「
チ
ー
ム
学
校
」
の
実

現
の
た
め
に
「
外
部
人
材
30
万
人
の
学
校
サ
ポ

ー
タ
ー
」
の
導
入
に
よ
る
「
教
師
が
児
童
生
徒

へ
の
教
育
に
専
念
で
き
る
体
制
の
実
現
」
が
目

指
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
例
示
さ
れ
て
い
た
の
が
、
教
科
（
英

語
・
理
科
）、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
道
徳
、

部
活
動
、
放
課
後
・
土
曜
学
習
の
各
方
面
に
わ

た
る
支
援
活
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
、

あ
く
ま
で
「
外
部
人
材
」
の
充
実
が
目
指
さ
れ

て
お
り
、
学
校
の
教
職
員
の
一
員
で
あ
る
専
門

ス
タ
ッ
フ
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
ふ
ま
え
、
２
０
１
４
年

７
月
に
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
（
当
時
）
は

中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
、
中
教
審
）
に
対
し

て
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
担
う
教
職
員
や

チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

を
諮
問
し
た
。
諮
問
文
で
は
「
教
員
が
指
導
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
チ
ー
ム
と
し

て
の
学
校
の
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
策
」

の
検
討
が
求
め
ら
れ
た
。

　

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
か

か
わ
っ
て
は
「
教
員
が
専
門
職
と
し
て
教
育
活

動
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
例
え
ば
教
員
と
事
務

職
員
の
役
割
分
担
を
見
直
し
改
善
す
る
こ
と

や
、
心
理
や
福
祉
な
ど
の
多
様
な
専
門
性
や
経

験
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
学
校
へ
の
配
置
等
に

よ
り
、
教
員
と
教
員
以
外
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
専

門
性
を
連
携
し
て
発
揮
し
学
校
組
織
全
体
の
総
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特集１

ポイント

①
学
校
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
こ
と
が
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
の

連
携
の
う
え
で
は
重
要
で
あ
る
。

②
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
情
報
が
と
ど
ま
ら
な

い
よ
う
、
学
校
管
理
職
は
風
通
し
を
よ

く
し
、
情
報
共
有
を
図
る
。

専門スタッフとの
連携をどうするか
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合
力
を
一
層
高
め
て
い
く
た
め
の
方
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
」と
い
う
視
点
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
諮
問
を
受
け
て
、
同
年
９
月
に
中
教
審

の
初
等
中
等
教
育
分
科
会
に
「
チ
ー
ム
と
し
て

の
学
校
・
教
職
員
の
在
り
方
に
関
す
る
作
業
部

会
」（
以
下
、
作
業
部
会
）
が
設
置
さ
れ
、
２

０
１
４
年
11
月
よ
り
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。

　

他
方
、
２
０
１
５
年
５
月
に
教
育
再
生
実
行

本
部
は
第
四
次
提
言
を
発
表
し
た
。
そ
の
な
か

に
は
「
チ
ー
ム
学
校
推
進
法
（
仮
称
）」
制
定

が
求
め
ら
れ
た
。
具
体
策
と
し
て
、「
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
、
部
活
動
指
導
員
の
制
度
上
の
位
置
づ

け
や
職
務
内
容
等
を
明
確
化
し
、
教
師
と
の
効

果
的
な
分
業
体
制
を
整
備
」
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

　

中
教
審
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５
年
12
月
に

作
業
部
会
の
審
議
を
経
て
、「
チ
ー
ム
と
し
て

の
学
校
の
在
り
方
と
今
後
の
改
善
方
策
に
つ
い

て
」（
以
下
、
答
申
）
が
答
申
さ
れ
た
。
具
体

的
に
導
入
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
は
①
心
理
や
福

祉
の
専
門
性
等
を
有
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
、
②

授
業
等
に
お
い
て
教
員
を
支
援
す
る
専
門
ス
タ

ッ
フ
、
③
部
活
動
に
関
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
、

④
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
性
等
を
有
す

る
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
区
分
さ
れ
た
。
具
体
名
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、
学
校
司
書
、
英
語
指
導
を

行
う
外
部
人
材
と
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）、
補
習
な
ど
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

③
部
活
動
指
導
員
（
仮
称
）

④
医
療
的
ケ
ア
を
行
う
看
護
師
等
、
特
別
支
援

教
育
支
援
員
、
言
語
聴
覚
士
・
作
業
療
法

士
・
理
学
療
法
士
等
の
外
部
専
門
家
、
就
職

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
と
く
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

部
活
動
指
導
員
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
法
令

上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
求
め

た
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
将
来
的

に
は
教
職
員
定
数
と
し
て
算
定
し
、
国
庫
負
担

の
対
象
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
求
め

た
。２　

海
外
と
の
比
較
を
通
じ
た

　　
日
本
の
教
員
の
業
務
負
担
の
現
状

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
が

必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
理

由
の
一
つ
は
日
本
と
海
外
の
教
員
の
勤
務
形
態

の
違
い
に
あ
る
。
２
０
１
４
年
６
月
に
公
表
さ

表　「チーム学校」にかかる議論の主な流れ

年月 主な出来事
2012年10月 自民党に教育再生実行本部が設置される。

11月 教育再生実行本部が「中間取りまとめ」を報告。
2013年５月 教育再生実行本部が第二次提言を発表。
2014年６月 OECD国際教員指導環境調査（TALIS）が公表される。

７月 下村文部科学大臣が中央教育審議会に「これからの学校教育を
担う教職員やチームとしての学校の在り方について」を諮問。

９月 中央教育審議会の下に「チームとしての学校・教職員の在り方
に関する作業部会」が設置される。

2015年５月 教育再生実行本部が第四次提言を発表。
12月 「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」答申。

（出典）　筆者（廣谷）作成
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れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
（
以

下
、
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
の
結
果
に
よ
る
と
、
日
本

の
教
員
の
労
働
の
特
徴
と
し
て
次
の
二
点
が
あ

げ
ら
れ
た
。
第
一
に
１
週
間
の
労
働
時
間
が
参

加
国
の
な
か
で
最
長
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に

労
働
時
間
に
占
め
る
授
業
に
か
け
る
時
間
は
平

均
的
で
あ
っ
た
が
、
事
務
処
理
や
部
活
動
指
導

等
の
課
外
活
動
に
か
け
る
時
間
が
他
国
よ
り
も

長
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
具
体
的
に
そ
の
数
値
を
検
討
す
る
。

ま
ず
第
一
の
１
週
間
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
、

調
査
参
加
国
全
体
の
平
均
が
38
・
３
時
間
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
平
均
は
53
・
９
時

間
で
あ
っ
た
。
第
二
の
課
外
活
動
に
か
け
る
時

間
の
調
査
参
加
国
全
体
の
平
均
が
２
・
１
時
間

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
平
均
は
７
・

７
時
間
と
３
倍
以
上
で
あ
っ
た
。
事
務
処
理
に

か
け
る
時
間
の
調
査
参
加
国
の
全
体
平
均
が

２
・
９
時
間
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
は

５
・
５
時
間
と
約
２
倍
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
統
計
資

料
を
参
照
す
る
と
、
日
本
の
教
職
員
に
占
め
る

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
割
合
が
他
国
と
比
較
し
て
低

い
こ
と
も
中
教
審
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

教
職
員
に
占
め
る
教
員
以
外
の
割
合
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
、
日
本
は
18
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
44
％
、
イ
ギ
リ
ス
は
49
％

で
あ
っ
た
。

　

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
の
結
果
や
他
国
の
統
計
資
料
が

示
す
よ
う
に
、
日
本
の
教
員
の
負
担
の
大
き
さ

は
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
他
国
と
比
較
し
て
も
大
き
い
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。
労
働
時
間
の
な
か
で
も
課
外

活
動
や
事
務
処
理
に
か
け
る
時
間
が
長
い
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
文
部
科
学
省
が
２
０
０
６
年

に
実
施
し
た
「
教
員
勤
務
実
態
調
査
」
に
よ
る

と
、「
教
員
が
行
う
仕
事
が
多
す
ぎ
る
」
と
回

答
し
た
教
員
は
92
％
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
教
員
が
抱
え
る
業
務
が
多
い
な

か
で
、
教
員
が
授
業
準
備
や
教
材
研
究
等
の
専

門
的
な
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、
授
業
外

の
業
務
内
容
を
担
当
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
導

入
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
で
き

る
。３　

学
校
管
理
職
に

　　
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
か

　

答
申
で
は
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
」
に
お

け
る
管
理
職
像
と
し
て
〝
多
様
な
専
門
ス
タ
ッ

フ
を
含
め
た
学
校
組
織
全
体
を
効
果
的
に
運
営

す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
”
と
記
さ

れ
て
い
る
。
学
校
管
理
職
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
教
員
業
務
の
肩
代
わ
り
役
や
便
利
屋
で
は
な

い
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

答
申
で
も
〝
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
と
の
協
働
に

よ
り
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
課
題
に
対
応
し
つ

つ
、
教
員
は
教
育
指
導
に
よ
り
専
念
”
す
る
と

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
校
組
織
運
営
体

制
に
つ
い
て
は
〝
多
様
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
責

任
を
持
っ
て
学
校
組
織
に
参
画
し
て
校
務
を
運

営
”
と
あ
る
。

　

学
校
管
理
職
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
十
分
認
識

し
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
も
自
ら
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
直
接
に
及
ぶ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

（
つ
ま
り
お
客
さ
ん
扱
い
し
な
い
）、
学
校
運
営

に
当
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
大
学
教
員
の
例
で
考
え
て
み
よ

う
。
多
く
の
大
学
教
員
は
所
属
大
学
・
部
局
へ

の
「
忠
誠
心
」
を
そ
れ
ほ
ど
強
く
持
っ
て
い
な

い
。
大
学
教
員
は
自
ら
の
研
究
領
域
（
学
会
・

学
界
）
か
ら
の
「
評
判
」
を
強
く
意
識
す
る
。

所
属
大
学
・
部
局
の
改
革
に
か
か
わ
る
よ
り
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（
学
内
行
政
、
学
内
政
治
）、
あ
る
い
は
学
生
に

対
す
る
教
育
を
行
う
よ
り
、
研
究
時
間
を
確
保

し
た
い
と
願
う
（
そ
う
で
な
い
大
学
教
員
も
存

在
す
る
が
、
一
般
的
に
は
そ
れ
は
研
究
か
ら

「
降
り
て
し
ま
っ
た
」
か
、
も
と
も
と
研
究
に

不
向
き
な
の
だ
と
見
な
さ
れ
る
）。

　

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
も

そ
う
い
う
「
性
質
」
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と

で
、
学
校
管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
イ
メ

ー
ジ
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

①
学
校
管
理
職
は
、
自
分
が
「
教
員
あ
が
り
」

だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
専
門
ス
タ
ッ
フ

に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。
異
文
化
交
流
だ

と
考
え
る
方
が
よ
い
。
同
様
に
、
自
分
が
蓄

積
し
て
き
た
専
門
性
と
は
異
な
る
専
門
性
を

持
つ
存
在
と
し
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
扱
う
の

が
よ
い
。

②
あ
る
程
度
は
（
耳
学
問
で
も
よ
い
か
ら
）
他

の
専
門
性
に
関
心
を
も
つ
の
が
よ
い
（
教
育

委
員
会
の
課
題
と
し
て
は
、
学
校
管
理
職
に

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
を
知
る
研
修
の
機

会
を
設
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）。

③
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
「
お
客
さ
ん
扱
い
」
し
な

い
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
は
配
置
型
と
派
遣
型

が
あ
る
が
、
派
遣
型
も
自
校
ス
タ
ッ
フ
と
同

様
の
扱
い
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
職
員
会
議

な
ど
公
的
な
意
思
決
定
・
連
絡
・
報
告
の
場

に
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
参
加
さ
せ
た
り
、
職
員

室
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
用
の
執
務
ス
ペ
ー
ス

（
机
と
椅
子
）
を
確
保
す
る
。
職
員
名
簿
に

も
掲
載
す
る
。
職
員
の
緊
急
連
絡
網
に
も
加

え
る
。
校
務
シ
ス
テ
ム
の
ア
ク
セ
ス
権
も
付

与
す
る
。
学
校
行
事
に
も
参
加
さ
せ
る
（
時

給
制
な
ど
の
場
合
に
は
無
理
の
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
）。

　

た
だ
し
、
情
報
管
理
に
は
留
意
す
る
方
が
よ

い
。
と
く
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
知
り
う
る
情

報
の
取
り
扱
い
は
あ
ら
か
じ
め
校
内
で
共
通
認

識
を
持
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
た
と

え
ば
校
務
情
報
シ
ス
テ
ム
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ

れ
た
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
制
限
を
か
け
る
と

い
っ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

＊

　

さ
て
、
再
び
こ
の
項
の
冒
頭
に
立
ち
戻
ろ

う
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
お
客
さ
ん
扱
い
し
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
自
校
の
所

属
職
員
と
し
て
他
の
教
職
員
と
同
列
に
扱
う
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

従
来
、
日
本
の
学
校
で
は
教
員
が
多
様
な
業

務
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
そ
こ
に
は
教
員
の

「
多
能
性
」
が
背
景
に
あ
っ
た
。
日
本
の
学
校
・

教
員
文
化
の
「
美
風
」
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
児
童
・
生
徒
の
指
導

や
学
校
運
営
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
る
と
は
い

え
、
そ
の
美
風
を
捨
て
去
る
必
要
は
な
い
。

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で

以
上
に
陣
容
が
充
実
す
る
と
考
え
る
の
が
よ

い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
便

利
屋
扱
い
し
て
、
教
員
業
務
の
下
働
き
に
貶
め

る
の
は
論
外
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
専
門
家
扱
い
す
る
と
は
い
え
、
専

門
ス
タ
ッ
フ
に
児
童
・
生
徒
の
指
導
を
「
丸
投

げ
」
す
る
の
も
不
適
切
で
あ
る
。
そ
れ
は
児

童
・
生
徒
の
指
導
責
任
を
教
員
あ
る
い
は
学
校

管
理
職
が
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
青
木
が
全
体
の
構
想
を
案
出
し
た
う

え
で
、
１
、
２
を
廣
谷
が
、
３
を
青
木
が
執
筆
し

た
。
な
お
、
本
稿
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。


